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•後期高齢者の窓口負担を１割から２割に引き上げ
•低所得の後期高齢者の保険料軽減措置を廃止
•医薬品・医療技術の保険収載は経済性も含めて判断
•費用対効果が見合わない医薬品は保険収載しない
•湿布・保湿剤・漢方薬など薬剤自己負担の引き上げ
•風邪などの少額受診に追加負担
•かかりつけ医以外を受診した場合の追加定額負担の導入
•大病院受診時の選定療養による定額負担の導入
•国保の法定外一般会計繰り入れを廃止し保険料を引き上げ
•金融資産の保有状況に応じた医療・介護の負担増
•医療費抑制のために地域別診療報酬の設定
•高齢化に応じた保険料・患者負担増
•介護保険の利用者負担を原則２割に

　

11
月
３
日
、

文
化
の
日
は
、

明
治
天
皇
の
誕

生
日
で
昭
和
に

は
明
治
節
と
し
て
祝
日
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
日
は
、
１

９
４
６
年
に
日
本
国
憲
法
が

公
布
さ
れ
た
日
で
も
あ
り
、

現
憲
法
は
改
正
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
世
界
で
最
も
古
い
憲

法
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
国
憲
法
は
70
年
も
の

間
、
条
文
の
改
正
な
し
に
生

き
残
る
こ
と
が
で
き
た
。
い

わ
ば
歴
史
に
試
さ
れ
済
み
の

も
の
だ
。
憲
法
と
は
「
為
政

者
が
自
分
た
ち
に
都
合
の
い

い
よ
う
な
法
律
を
作
り
、
国

民
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
た
も
の
だ
が
、
安
倍
総

理
は
こ
の
意
味
を
理
解
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

憲
法
改
正
に
は
国
民
投
票

が
必
要
だ
が
、
国
民
投
票
法

に
は
、
国
メ
デ
ィ
ア
や
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
を
規
制
す
る
定
め

が
無
い
。
改
憲
派
は
国
家
権

力
と
金
を
総
動
員
し
て
改
憲

の
必
要
性
を
宣
伝
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
は

た
し
て
国
民
は
正
し
い
判
断

が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

国
民
の
多
数
が
改
憲
を
望

ん
で
は
い
な
い
。
憲
法
を
守

る
た
め
に
は
、
ま
ず
国
民
投

票
に
ま
で
行
か
せ
な
い
こ
と

が
最
善
の
策
だ
。 

（
Ｙ
）

マルトリートメントへ介入
行政の指導や法律整備必要

ハイリスクアプローチの方策

•専門的歯科医療の介入

• 一時保護所への歯科健診
• 多くの機会を利用した積極的な歯科健診活
動（適切なう蝕予防指導）

• 福祉と連携した要治療児童の歯科通院支援
• 専任歯科医師（小児歯科医）の養成支援
• 多職種連携によるヘルスプロモーションと
子どもの自律への支援

•成育環境の格差是正

• 行政（少子化対策・貧困家庭対策・母子家
庭支援）

• 福祉（協働による歯科保健指導と歯科治療
の継続）

財務省が提案する改悪メニュー

子どもからお年寄りまで医療費負担増子どもからお年寄りまで医療費負担増
安倍政権が進める社会保障「改悪」安倍政権が進める社会保障「改悪」

　

財
務
省
が
財
政
制
度
等
審

議
会
の
分
科
会
に
示
し
た
提

言
書
で
は
、
社
会
保
障
の
給

付
削
減
と
負
担
増
の
メ
ニ
ュ

ー
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。
▽

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を

２
割
に
▽
低
所
得
の
後
期
高

齢
者
の
保
険
料
軽
減
措
置
の

廃
止
▽
介
護
保
険
の
利
用
者

負
担
を
原
則
２
割
に
―
―
な

ど
、
高
齢
者
を
狙
い
撃
ち
に

し
た
「
改
革
」
項
目
が
目
に

付
く
が
、
政
府
の
狙
い
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

今
回
の
財
務
省
提
言
で
特

徴
的
な
の
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
負
担
増
を
迫
っ

て
い
る
こ
と
だ
。「
全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
」
は
文
字
通

り
、〝
全
世
代
〞
に
わ
た
る
負

担
増
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

風
邪
は
追
加
負
担

　

例
え
ば
、
財
務
省
は
「
少

額
の
受
診
に
一
定
程
度
の
追

加
負
担
を
求
め
て
い
く
べ

き
」
と
提
案
。
風
邪
な
ど
の

受
診
で
は
、
治
療
費
と
は
別

　

安
倍
晋
三
首
相
が
今
後
３
年
間
で
取
り
組
む
「
全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
」
の
実
態
が
見
え
て
き
た
。
首
相
は
「
す
べ

て
の
世
代
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
へ
と
改
革
を
進
め

て
い
く
」
と
語
る
が
、
全
国
民
に
医
療
・
介
護
費
な
ど
の
負

担
増
を
迫
る
内
容
だ
。
消
費
税
増
税
の
一
方
で
、
安
心
の
社

会
保
障
と
は
正
反
対
の
「
改
革
」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

に
一
定
額
の
追
加
負
担
を
求

め
る
。
さ
ら
に
、
か
か
り
つ

け
医
以
外
を
受
診
し
た
場
合

の
追
加
定
額
負
担
や
、
湿
布

・
保
湿
剤
な
ど
の
市
販
類
似

薬
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
な

ど
、
全
国
民
に
窓
口
で
の
負

担
増
を
強
い
る
計
画
だ
。

　

患
者
負
担
が
増
え
れ
ば
、

受
診
を
あ
き
ら
め
る
人
が
増

え
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
持

病
の
悪
化
や
重
症
化
な
ど
国

民
の
命
と
健
康
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

地
域
別
診
療
報
酬

　

ま
た
、
財
務
省
は
「
地
域

別
診
療
報
酬
の
設
定
」
を
主

　

協
会
は
、
野
杁
由
一
郎
氏

（
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研

究
科
口
腔
健
康
科
学
講
座
う

蝕
学
分
野
教
授
）
を
講
師
に

「
歯
周
病
関
連
細
菌
群
の
棲

み
処
―
デ
ン
タ
ル
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
の
実
態
と
そ
の
制
御

ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
子

ど
も
の
自
律
支
援
―
―
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
福
祉
担
当

者
と
の
協
働
で
継
続
的
な
歯

科
保
健
指
導
や
通
院
支
援
に

取
り
組
む
こ
と
も
重
要
だ
。

さ
ら
に
成
育
環
境
の
格
差
是

で
は
、
専
門
的
歯
科
医
療
の

介
入
が
欠
か
せ
な
い
。
具
体

的
に
は
、
▽
一
時
保
護
所
へ

の
歯
科
健
診
▽
積
極
的
な
歯

科
健
診
活
動
▽
専
任
歯
科
医

（
小
児
歯
科
医
）
の
養
成
支

援
▽
多
職
種
連
携
に
よ
る
ヘ

プ
ロ
ー
チ
」
と
し
て
従
来
通

り
の
予
防
対
策
に
取
り
組
め

ば
良
い
。

　

も
う
１
つ
は
、「
マ
ル
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
の
子
ど
も

に
対
す
る
介
入
的
予
防
だ
。

マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
虐

待
よ
り
も
広
義
で
「
不
適
切

な
養
育
」
を
指
す
。
経
済
的

貧
困
家
庭
や
被
虐
待
児
な

ど
、
う
蝕
リ
ス
ク
が
高
い
子

ど
も
た
ち
に
積
極
的
に
介
入

し
な
い
と
格
差
は
な
く
な
ら

な
い
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が

「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
、
公
衆
的
支
援
の

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
」
だ
。

　

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

　

子
ど
も
の
う
蝕
格
差
対
策

の
基
本
的
な
考
え
方
は
２
つ

あ
る
。
１
つ
は
一
般
家
庭
へ

の
対
応
だ
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
成
育
環
境
に
恵
ま

れ
、
う
蝕
リ
ス
ク
が
低
い
。

こ
の
間
の
口
腔
保
健
指
導
・

教
育
が
成
果
を
挙
げ
、
確
実

に
う
蝕
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
ロ
ー
リ
ス
ク
ア

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

の
学
校
歯
科
治
療
調
査
で

は
、
要
受
診
者
の
未
受
診
率

は
小
学
生
で
48
・
７
％
、
中

学
生
で
71
・
４
％
に
上
っ

た
。「
医
療
券
を
出
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
治
療
に
行
か

な
い
方
が
悪
い
」
と
い
う
意

見
も
聞
こ
え
る
が
、
そ
れ
で

は
解
決
に
な
ら
な
い
。
母
子

家
庭
で
は
、
子
ど
も
を
歯
科

医
院
へ
連
れ
て
行
く
時
間
的

余
裕
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多

い
。
個
々
の
成
育
環
境
を
考

慮
し
た
対
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

法
」
の
テ
ー
マ
で
10
月
度
生

涯
研
修
講
座
を
10
月
14
日
に

開
き
、
61
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
は
歯

肉
の
炎
症
マ
ー
カ
ー
で
は
な

く
な
り
、
歯
石
の
沈
着
が
歯

肉
炎
の
指
標
か
ら
消
え
た
と

し
、
歯
石
は
歯

周
炎
の
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
フ
ァ
ク

タ
ー
で
あ
り
病

態
や
直
接
的
原

因
で
は
な
く
、

バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
が
原
因
に
な

る
と
説
明
さ
れ

た
。

　

歯
周
病
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
は
10
代

半
ば
で
形
成
さ
れ
20
代
で

Red

ま
で
完
成
す
る
。
歯
周

病
原
因
菌
は
１
、
２
種
類
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
が
形
成
す

る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る

こ
と
、Redcomplex

の
中

の
Ｐ
・
Ｇ
菌
は
腸
内
に
も
移

行
し
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の

disbiosis

を
引
き
起
こ
す
こ

と
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
菌
は

口
腔
内
細
菌
で
あ
り
清
掃
に

よ
り
発
症
を
抑
え
る
こ
と
が

出
来
る
が
、
根
本
の
原
因
は

咳
反
射
の
低
下
が
原
因
だ
と

解
説
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ｒ
Ｐ
と
抗
菌
剤
の
局
所

投
与
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ
単
独
治
療

と
比
較
す
る
と
、
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
の
深
さ
を
減
少
さ
せ
る

が
、Bop GI

に
対
し
て
は

抗
菌
剤
の
局
所
投
与
は
殆
ど

効
果
が
見
ら
れ
な
い
。
バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム
を
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｒ

Ｐ
で
破
壊
し
て
浮
遊
細
菌
に

抗
菌
剤
を
適
用
す
る
が
、
Ｓ

Ｐ
Ｔ
時
の
抗
菌
剤
投
与
は
耐

性
菌
の
発
現
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
慎
重
に
と
注
意
を
促

し
た
。

　

後
半
は
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
の
解
説
を
、
近

年
、
Ｐ
と
心
疾
患
、
リ
ウ
マ

チ
、
動
脈
硬
化
に
関
す
る
研

究
論
文
が
出
て
い
る
が
追
試

験
が
出
来
な
い
も
の
が
多
く

エ
ビ
デ
ン
ス
は
低
い
。
そ
の

中
で
も
Ｐ
とHbA1c

の
改

善
、
Ｐ
と
早
産
低
体
重
児
や

口
腔
ケ
ア
と
誤
嚥
性
肺
炎
に

は
相
関
関
係
は
あ
る
と
解
説

さ
れ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

正
と
し
て
、
行
政
に
よ
る
貧

困
対
策
や
母
子
家
庭
支
援
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
、
フ
ッ
化
物
の

全
身
応
用
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。
水
道
水
や
食
塩
に
フ
ッ

化
物
を
添
加
す
れ
ば
、
す
べ

て
の
国
民
へ
の
平
等
な
う
蝕

予
防
と
し
て
最
も
有
効
な
方

法
に
な
る
と
考
え
る
。

　

マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
へ

の
介
入
的
予
防
を
実
現
す
る

に
は
、
行
政
に
よ
る
指
導
や

法
律
の
整
備
が
必
要
だ
。
歯

科
健
康
格
差
の
解
消
へ
向
け

て
、
う
蝕
予
防
の
新
た
な
枠

組
み
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

張
し
、
都
道
府
県
ご
と
に
１

点
単
価
を
現
行
の
10
円
か
ら

９
円
や
８
円
に
引
き
下
げ
て

医
療
費
の
削
減
を
狙
う
。
仮

に
単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
れ

ば
、
医
療
機
関
の
経
営
悪
化

に
よ
る
閉
院
や
新
規
開
業
の

激
減
な
ど
、
地
域
医
療
が
崩

壊
し
か
ね
な
い
。

　

協
会
は
、
政
府
が
狙
う
患

者
負
担
増
の
撤
回
を
求
め
、

署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
国
民
の
声
を
結
集
し
、

社
会
保
障
の
改
悪
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
た
め
、
会
員
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

広島大学　
大学院教授
香西克之氏

②

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
制
御
法

歯
周
病
と
関
連
疾
患
を
解
説

10月生涯研修講座

歯周病やバイオフィルムの特性につい
て解説する野杁氏＝10月14日、Ｍ＆Ｄ
ホール


